
　　　　　　　　　　　　、驚麟　　
Nα・％

編集と発行白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35昭和35年11月7日第三種郵便物認可印刷小泉印刷㈱

謬
、
．
、蕊

ル
・
宅
黛
響

詔四

ド
ド
影
　
婆
　
き
可
，
燕
難
郭
し

鍍
一

籔

隊麩

準

．
堂

聡
冑

榊
　
甲

灘
、
　
琳

　　　　、・攣鐸F

鮎

繍、

糊．

蟻鰭



年
末
納
税
強
調
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
め
忘
れ
は
今
す
ぐ
に

磯磯磯磯磯磯磯

　
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

月
問
を
『
年
末
納
税
強
調
月
間
』
と
さ
だ
め

自
主
納
税
の
推
進
と
納
期
内
完
納
を
目
標
に

強
く
督
励
す
る
運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

す
。

磯磯搬齢磯掬磯

　
昭
和
五
十
年
度
恒
例

の
「
文
化
の
日
表
彰
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

郷
土
の
た
め
に
尽
く
し

た
次
の
方
々
が
、
県
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
　
部
　
末
　
吉

　
　
（
地
方
自
治
功
労
）

　
斎
　
　
　
彦
　
｝

　
　
（
地
方
自
治
功
労
）

文化の日表彰

郷土のために活躍

鎌
　
田
　
文
　
市

　
（
産
業
功
労
）

佐
藤
　
正
　
志

　
（
教
育
文
化
功
労
）

高
　
橋
　
　
　
広

　
　
　
　
　
　
　
　
緬

　
未
納
の
方
に
対
す
る
滞
納
整
理
を

一
斉
に
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
今

す
ぐ
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
今
ま
で
の
分
で
、
未
納
が
あ

る
方
で
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
に
よ
っ

て
、
今
月
中
に
納
付
出
来
な
い
方
は
、

税
務
課
又
は
、
保
険
課
、
各
出
張
所

（
分
室
）
に
お
い
て
、
係
員
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
　
お
手
も
と
の
受
領
書
を
、
も
う

　
一
度
お
確
め
未
納
の
あ
る
方
は
、

　
い
ま
す
ぐ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
納
税

鰻
壁
第
四
期

　
国
民
健
康
保
険
税
　
第
四
期

年
末
年
始
窓
口
業
務

　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
四
日

　
市
役
所
の
年
末
年
始
一
般
事
務
は
、

十
二
月
二
十
八
日
（
日
曜
）
か
ら
翌

年
一
月
四
日
（
日
曜
）
ま
で
休
み
と

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
一
部
の
事
務
は
次
の
日
程

に
よ
り
事
務
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
十
二
月
二
十
七

日
（
土
曜
）
午
前
中
ま
で
に
、
用
事

を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
っ

▼
　
市
民
課
の
窓
口
　
▲

　
出
生
届
・
死
亡
届
・
印
鑑
証
明
等

の
事
務
取
扱
い
は

三
坑
里
籍
卸
謹
針
縁

　
三
十
一
日
－
午
前
中

▼
七
十
七
銀
行
市
役
所
出
張
所
▲

　
税
金
、
手
数
料
等
の
収
納
事
務
取

扱
い
は
、

三
鈍
軍
許
観
誰
針
縁

　
三
十
一
日
－
午
前
中

▼
　
水
道
事
業
所
　
▲

　
休
み
期
間
中
、
日
直
を
配
置
し
て
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
水
道
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　
水
道
の
故
障
は
、
早
や
め
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
市
立
図
書
館
▲

　
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月

四
日
ま
で
休
み
ま
す
。

▼
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▲

　
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月

四
日
ま
で
休
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー
▲
　
　
L

笹
贈
胤
縫
匙
謹

　
ご
み
収
集

▼
　
月
曜
日
（
二
十
九
日
）
収
集
分
を

　
二
十
八
日
に
。

　
　
火
曜
日
（
三
十
日
）
収
集
分
を
二

　
十
九
日
に
。

　
　
水
曜
日
（
三
十
］
日
）
収
集
分
を

　
三
十
日
に
収
集
い
た
し
ま
す
。

▼
　
三
十
】
日
水
曜
日
の
不
燃
物
収

　
集
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
し
尿
収
集

▼
　
事
業
所
、
学
校
等
の
収
集
は
、

　
二
十
日
ま
で
年
内
収
集
を
終
り
ま
す
。

▼
　
一
般
家
庭
の
収
集
は
、
年
内
に

　
申
込
み
さ
れ
て
も
、
翌
年
に
な
る

　
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
予
定
期
日
以
外
は
ご
み
、
し
尿
と
欄

も
収
集
し
ま
せ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　　　　　　歳末助け合い運動参加
開演：12月19目午後6時30分●12月20目午後2時　 市民会館入場料100円

　　　　　　自石学生会演劇公演
『屋上の狂人』…………菊　地　　寛作
＊時…”－明治30年代　　　　　　　　　　　＊物語…狂人勝島義太郎を中心に、その家

＊ところ……瀬戸内海の讃岐に属する島　　　　　族や隣人の思いやりを通して、義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　太郎の真の幸福を追求する。
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　券んをの簡保資金
きもしロねりるき

1勲夢難藁豊かな街づく
司

　
　
劇

膿
翻

　
簡
易
保
険
資
金
は
、
大
正
八
年
に

貸
付
を
開
始
し
て
以
来
、
全
国
の
加

入
者
か
ら
広
く
集
め
ら
れ
た
資
金
と

い
う
性
格
上
、
地
方
還
元
を
最
大
の

目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
、

地
方
公
共
団
体
に
融
資
さ
れ
て
、
市

営
住
宅
、
小
・
中
学
校
や
公
園
、
都

市
計
画
事
業
な
ど
、
街
づ
く
り
に
役

立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
資
金
は
、
低
利
の
政
府
資
金

と
し
て
、
住
宅
、
学
校
、
病
院
、
道

路
な
ど
市
民
の
生
活
と
直
接
係
わ
り

の
深
い
分
野
に
、
広
く
融
資
さ
れ
て

お
り
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
短
期
資
金
と
し
て
、
地
方

財
政
事
情
の
も
と
で
、
］
時
つ
な
ぎ

資
金
と
し
て
、
地
方
財
政
の
お
役
に

　　福岡小学校完成

㌻憲礁繊

　　　乳

鵜鰍』
　
燭
　
『

　
　
「
Y

象
．罫

　
　
皿

　
導

　
　
鳳

　
棚

立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
白
石
市
に
お
い
て
は
、
簡
易
資
金

を
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
で
は
、

福
岡
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
四
四
、
九
〇
〇
千
円

新
館
市
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
二
七
、
五
〇
〇
千
円

福
小
八
宮
分
校
へ
き
地
集
会
室

　
　
　
　
　
　
　
三
、
八
○
○
千
円

第
二
幼
稚
園
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
一
二
、
二
〇
〇
千
円

市
道
砂
押
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
六
∩
九
〇
〇
千
円

　
昭
和
五
十
年
度
で
は
、

福
岡
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
四
七
、
六
〇
〇
千
円

白
川
小
屋
内
運
動
場
新
築
事
業

　
　
繰
、

糧闘諏簿製

自石第一小学校

勢
競
馨

爵

乗
．
楢

藻

磁
覇
鍵

〆一

－瀬
　
　
　
　
　
　
一
四
、
一
〇
〇
千
円

福
小
不
忘
分
校
へ
き
地
集
会
室

　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
〇
〇
千
円

益
岡
公
園
整
備
事
業
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
七
〇
〇
千
円

都
市
計
画
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
○
○
干
円

緑
ヶ
丘
市
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
四
四
、
七
〇
〇
千
円

な
ど
の
建
設
に
融
資
を
受
け
て
お
り
、

豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
役
立

っ
て
お
り
ま
す
。

　
簡
易
保
険
資
金
の
公
共
的
運
用
は

益
々
増
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
加
入

者
の
方
々
の
払
い
込
ん
だ
保
険
料
で

融
資
が
さ
れ
て
お
る
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す
。
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“
か
ん
ぽ
資
金
”

　
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
作
品
募
集

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立

金
は
、
学
校
、
住
宅
、
病
院
、

道
路
な
ど
、
公
共
施
設
の
整

備
拡
充
に
広
く
、
融
資
さ
れ

街
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
白
石
市
に
融
資
さ
れ
た

施
設
の
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

を
次
の
要
領
で
応
募
し
て
お

り
ま
す
。

▼
　
題
材
お
よ
び
内
容

　
　
画
面
に
融
資
施
設
の
入

　
っ
て
い
る
も
の

▼
　
主
な
融
資
施
設

　
白
石
第
一
小
学
校
　
白
石

中
学
校
屋
体
　
白
川
中
学
校

プ
！
ル
　
寿
山
市
営
住
宅

新
館
市
営
住
宅
　
白
石
駅
前

広
場
　
城
山
橋
　
白
石
第
二

幼
稚
園

▼
　
サ
イ
ズ

　
白
黒
四
ッ
切
判

　
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
3
5
ミ
リ

　
以
上

▼
　
応
募
規
定

①
未
発
表
作
品
で
画
題
、

　
融
資
施
設
名
　
住
所
　
氏

　
名

②
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

　
せ
ん
。

③
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

　
催
者
側
に
帰
属
し
ま
す
。

▼
　
締
切
目

　
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
十

　
六
日

▼
　
そ
の
他

　
　
く
わ
し
く
は
、
白
石
郵

　
便
局
保
険
課
に
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。
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醗
冒

罰

ん　3写　　の　　／　も　野雨’、

　　嗜

　
ゆ墾

摯
嘗

響
〆
、
竣

蹄　
畿

　
　
　
ぐ
、

鍵
鍵

黙、

いつまでもお元気で、敬老の日

拠？

マ

▼▼▼▼▼▼▼▼▼

一
　
月

成
人
式

（
男
三
二
五
名
、
女
三
九
一
名
）

深
谷
明
神
神
楽
披
露

民
謡
調
白
石
音
頭
伝
承

市
民
葬
名
誉
市
民
朝
倉
松
吉
氏

第
十
七
回
東
北
地
区
大
学
ス
キ

i
大
会
随
白
石
ス
キ
ー
場

体
協
史
出
版

二
　
月

市
内
優
良
従
業
員
表
彰
式

八
宮
分
校
屋
内
体
育
館
落
成

不
忘
ま
つ
り
　
不
忘
学
園

磯幅

㌦

ぎ
ン穐

鳥
、

謹＼
蝿

ギ

撃

　春まつりチビッ子みこし登場

．
製
「
，

難

　
東
北
縦
貫
自
動
車
道
郡
山
～
白
石

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通
し
、

岩
槻
～
白
石
問
二
八
九
キ
ロ
の
全
通

を
み
た
。
一
キ
ロ
当
り
工
事
費
約
八

億
円
を
か
け
た
夢
の
ハ
イ
ウ
ェ
ー
に

よ
っ
て
、
首
都
圏
と
直
結
し
、
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
市
政
は
ス
タ
ー
ト
。

　
白
石
市
政
の
推
進
役
と
し
て
、
新

し
い
市
議
会
議
員
三
十
名
が
誕
生
。

助
役
に
阿
部
末
吉
氏
が
再
任
さ
れ
、

市
政
飛
躍
の
原
動
力
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
白
寿
の
祝
に
市
か
ら
大
鷹
沢
の
佐

藤
よ
し
さ
ん
に
金
盃
を
贈
り
長
寿
を

お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
各
界

▼▼▼▼▼▼▼▼▼

三
　
月

南
蔵
王
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

大
会
”
白
石
ス
キ
ー
場

市
消
防
団
出
初
式

白
石
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
大
会

移
動
入
浴
車
命
名
式

『
し
あ
わ
せ
号
』

東
北
縦
貫
自
動
車
道
郡
山
白
石

間
開
通

第
三
回
白
石
市
健
康
会
議

小
原
慈
母
観
音
像
移
転
起
工
式

四
　
月

植
樹
祭
　
大
萩
山

白
石
婦
人
会
二
十
五
周
年
記
念

大
会

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

白
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
着
工

緑
ヶ
丘
市
営
住
宅
建
設
着
工

白
石
夏
ま
つ
り

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
労
働
大
臣
賞
受
賞

斎
川
別
当
簡
易
水
道
落
成

九
　
月

白
寿
二
番
目
誕
生
、
市
よ
り
金

盃
授
与
、
大
鷹
沢
佐
藤
よ
し
氏

白
石
市
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成

白
石
市
公
衆
衛
生
大
会

仙
南
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

卿〆

　　　　　幼児養通安全教室

〆

鑑
　
㌧
（

ノ

4

轟

に
お
い
て
活
躍
さ
れ
た
、
小
野
、
境

野
、
片
倉
、
遠
藤
の
四
氏
が
、
晴
れ

て
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
街
か
ら
一

掃
し
よ
う
と
、
決
意
も
新
た
に
老
人

交
通
安
全
大
会
が
開
か
れ
る
な
ど
交

通
事
故
防
止
に
［
役
。

　
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
文

化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
、
市
民

の
文
化
向
上
に
二
、
五
〇
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
不
況
の
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

政
は
着
実
に
前
進
を
続
け
た
。
一
年

を
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

鵯
毒

轍黛

▼▼▼▼▼▼▼▼

白
石
神
明
社
御
神
門
竣
工
祭

斎
川
公
民
館
落
成

深
谷
保
育
園
落
成

五
　
月

新
市
議
会
議
員
誕
生

第
十
七
回
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

第
十
一
代
市
議
会
議
長
に
、
遠

藤
倉
雄
氏
、
副
議
長
に
矢
ノ
目

八
蔵
氏
就
任

小
原
東
入
山
溜
池
落
成

六
　
月

叙
勲
祝
賀
会

勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
小
野
恭
次
郎
氏

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
境
野
　
有
一
氏

勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
片
倉
　
　
巌
氏

動
…
六
等
瑞
｛
玉
血
早

　
　
　
　
　
遠
藤
　
忠
雄
氏

刈
田
地
区
中
体
連
総
合
体
育
大

会
口
白
石
中
学
校

大
鷹
沢
五
区
市
道
落
成

▼▼▼▼▼▼▼

・
勧

館

野賦

▼▼

十
　
月

白
石
市
交
通
安
全
老
人
大
会

弥
治
郎
こ
け
し
神
社
建
宮
十
九

周
年
祭
典

白
石
小
・
中
学
校
体
育
祭

白
石
市
民
体
育
大
会

白
石
市
農
村
青
少
年
機
能
集
団

設
立
十
周
年
記
念
大
会

十
一
月

市
民
文
化
祭
　
展
示
の
部

　
　
　
　
　
　
芸
能
の
部

第
十
一
回
白
石
市
断
郊
競
走
会

ガ
ニ

、泌

譲

白寿の祝に金盃贈られる

　　▼▼▼▼
七
　
月

市
助
役
に
阿
部
末
吉
氏
再
任

白
石
第
二
幼
稚
園
落
成

福
祉
セ
ン
タ
ー
宿
泊
所
起
工
式

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
起
工
式

八
　
月

ねたきり老人にしあわせ号活動開始市民総参加夏まつり
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趣
昧
の
集
い
が
∞
∞

布
民
に
よ
る

　
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
文

化
祭
が
、
菊
薫
る
十
一
月
一
、
二
、

三
日
展
示
の
部
、
九
日
芸
能
の
部
が

市
民
会
館
に
お
い
て
、
盛
大
に
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
忙
が
し
く
生
活
し
て
い
て
も
、
文

化
、
芸
術
に
親
し
む
心
の
ゆ
と
り
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
心
の
ゆ
と
り
が
、
街
を

つ
く
り
、
街
を
育
て
る
豊
か
な
心
を

・
＆
、

．
短
隣
，

瞬羅灘覇

レ㎏
羅瓢

写
真
展

黎

蓬

〆

堂
に

つ
く
る
こ
と
に
通
じ
る
事
と
思
い
ま

す
。

　
余
暇
を
教
養
、
趣
味
に
親
し
み
、

潤
い
の
あ
る
市
民
生
活
が
出
来
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
婦
人
の
方
が
積
極
的
に
、

華
道
、
茶
道
、
民
謡
と
手
近
か
な
習
い

事
か
ら
始
め
書
道
、
絵
画
、
焼
き
物
、

器
楽
の
分
野
に
ま
で
進
出
し
て
、
教

養
の
向
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

鰺
“
建

そ

書
道
　
展

餅

塾
6
惨
，
覇
、
う
」
諦
多

鎌轟

い
る
方
達
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
い
て
私
も

と
・
…
：
。
ま
た
書
、
絵
の
す
ば
ら
し

さ
に
心
を
う
た
れ
、
筆
を
取
っ
て
見

た
い
と
、
誰
し
も
一
度
は
経
験
し
た

事
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
機
会
に
、
好
き
な
道
に
飛
ぴ

込
む
勇
気
と
決
断
力
が
欲
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
多
く
の
人
達
は
こ
う

し
た
経
験
を
持
ち
な
が
ら
、
実
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
　
栽
展

塾

玉

冠
　
詫

顯。
軸
．

　
卜
，

壱了ダ

愚　　
　
　
臨
閣

は
な
か
な
か
入
り
込
め
な
い
と
言
う

の
が
実
状
の
よ
う
で
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
と
言
う
と
、
親
し

み
難
い
し
、
難
し
い
も
の
と
一
入
判

断
し
が
ち
で
す
が
、
趣
昧
を
豊
か
に

す
る
た
め
と
考
え
、
気
軽
に
サ
ー
ク

ル
に
参
加
し
て
み
て
は
、

　
最
近
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
が
増
え

て
き
て
お
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
市
民
文
化
祭
は
、
あ
る
特
定
の
人

達
の
文
化
祭
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

趣
味
を
生
か
し
た
サ
ー
ク
ル
の
集
い

で
あ
り
ま
す
。
年
一
回
の
発
表
会
の

た
め
各
サ
！
ク
ル
が
］
同
に
会
し
、

和
気
合
々
の
う
ち
に
創
作
意
欲
が
高

ま
り
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め

の
文
化
祭
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
民
が
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て

来
年
は
よ
り
一
層
盛
大
な
市
民
文
化

祭
に
な
る
こ
と
を
願
い
…
…
。

コ
ー
ラ
ス

　
参
加
団
体
名

蔵
王
俳
句
会

仙
南
歌
入
会

小
野
美
術
教
室

白
　
美
　
会

白
石
ア
ー
ト
工
房

教
職
員
美
術
ク
ラ
プ

白
　
袖
　
会

フ
ォ
ー
ト
集
団
不
忘

写
真
研
究
会
「
新
白
石
」

緑
ヶ
丘
手
芸
ク
一
フ
ブ

書
　
苑
　
社

香
　
苑
　
社

青
舟
　
社

茗
友
書
道
会

書
　
芳
　
会

白
石
雄
筆
会

石
城
書
道
同
好
会

硯
　
城
　
会

白
　
翠
　
会

白
石
少
年
少
女
合
唱
団

コ
ー
ル
リ
ン
デ

不
忘
コ
ー
ラ
ス

杵
　
美
　
会

白
石
音
楽
鑑
賞
協
会

白
石
市
民
謡
民
舞
保
存
研
究
会

日
本
民
謡
桃
岡
会

白
石
喜
多
会

民
謡
木
兆
会
白
、
石
支
部

民
謡
木
兆
会
白
石
中
央
支
部

東
北
民
謡
保
存
会
蕎
謡
会

民
謡
桃
元
会
白
石
支
部

仙
南
民
謡
同
好
会

宝
　
生
　
会

白
石
市
民
謡
お
ど
り
同
好
会

若
　
佐
　
会

白
　
藤
　
会

白
、
石
シ
テ
ィ
モ
グ
ン
ダ
ン
ス
研
究
会

小
原
流
仙
南
支
部

池
坊
仙
白
支
部
白
石
支
所

細
　
谷
　
社
中

白
石
盆
栽
愛
好
会

白
石
さ
つ
き
会

白
石
郷
土
研
究
会

自
．
石
甲
冑
武
者
保
存
会

白
石
水
石
会

白
石
親
子
映
画
の
会

白
石
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
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史
跡
「
散
歩
　
⑨
片
倉
家
四
、

五
代
及
村
信
の
こ
ろ

　66老人ホームを慰問
　勤労青少年ホームの若者達，，

　勤労青少年ホームで、日本舞踊（講

師麻生靖子）を習っている人達が、郵

政省年金ホームを訪れ、文化祭の日
（10月19日〉、お年寄卜）の方を慰問しま

した。

　社会のために、活躍したお年寄りを

慰問するため、勤めを終えてから、熱

心に練習し披露されるまでに成長しま
した。

　突然の慰問に大喜び、アンコールの
声もカΣカΣり…・…一。

一霧壕篶題
‘愛の呼びかけ運動，，

　にご協力ください

　校外生活における中学生として健全

な生活を期するため、街で市民の方々

の協力によって、生徒に対し“愛の呼

びかけ，，運動を白中P　T　A社会教育部

が中心となって展開しております。運

動の一端として11月6日非行化防止を
テーマに全生徒からポスターを募集、

特選に、1年1組亀岡松季君の作品が
選ばれました。将来は、この運動を全

市にひろげたいと願っております。

璽
、

響懸妻耀濯

甲
　
冑
　
堂

白
石
市
史
編
寡
委
員
飯

　
旧
仙
台
藩
の
課
税
は
、
無
情
で
都

酷
だ
っ
た
蒲
生
・
上
杉
時
代
よ
り
は

ゆ
る
や
か
だ
っ
た
が
、
生
産
の
四
、

五
割
を
収
奪
す
る
上
に
、
人
夫
賦
課

も
聾
塾
㎜
で
、
百
姓
の
多
く
は
暗
く
貧

窮
の
生
活
を
送
る
外
な
か
っ
た
。

　
四
幾
節
時
代
媒
郎
郭
三
年
に
、

三
代
ま
で
の
「
片
倉
代
々
記
」
が
つ

く
ら
れ
た
。
五
代
村
休
の
元
禄
時
代

に
は
、
江
戸
で
は
富
有
な
町
人
層
の

台
頭
が
あ
っ
て
、
．
、
海
静
・
試
番
∵
β

極っ

な
ど
が
中
心
の
醜
識
元
禄
文
化
が

開
花
し
て
い
た
が
、
凶
作
が
郷
嶽
し
、

低
経
済
の
白
石
地
方
は
所
謂
「
奥
の

細
道
」
と
も
言
う
べ
き
状
態
だ
っ
た
。

　
元
禄
二
年
（
一
六
九
八
）
五
月
三

日
、
俳
聖
芭
蕉
は
白
石
に
宿
泊
し
た
。

こ
れ
は
彼
の
作
品
の
「
奥
の
細
道
」
に

は
無
い
が
、
彼
の
門
人
曾
良
の
「
随

行
日
記
」
に
明
記
さ
れ
、
斎
川
村
甲

冑
堂
の
こ
と
も
、
「
継
信
・
忠
信
の
妻

の
紬
財
嚢
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

芭
蕉
は
わ
び
し
か
っ
た
白
石
地
方
で

は
作
句
も
せ
ず
に
早
々
と
素
通
り
し

て
岩
沼
へ
む
か
っ
て
い
る
。
同
年
白

石
短
ヶ
町
の
鈴
木
味
右
エ
門
が
温
麹

を
創
製
し
た
。
後
年
こ
れ
が
町
場
百

姓
の
最
有
力
の
副
業
と
な
る
の
で
あ

る
。
表
紙
写
真
は
、
昭
和
十
四
年
再

建
の
甲
冑
堂
内
の
孝
女
二
人
の
武
者

沼
　
寅
治

像
で
、
小
室
達
氏
の
作
品
で
あ
る
。

　
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
秋
、
村

長
の
従
弟
に
あ
た
る
仙
台
藩
主
吉
村

は
、
鎌
先
一
条
家
に
十
日
間
の
湯
治

を
行
な
っ
た
。
吉
村
は
「
鎌
先
入
湯

記
」
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
こ
こ
の

薬
師
堂
（
温
泉
神
社
）
前
で
従
者
達
と

歌
会
を
開
き
、
十
四
首
を
奉
納
し
て

い
る
。
こ
の
際
、
漕
臓
私
が
白
石
町

の
瀬
戸
物
屋
か
ら
買
っ
た
白
石
焼
の

水
指
二
個
を
藩
主
に
献
上
し
て
い
る
。

　
優
雅
な
大
名
の
生
活
と
貧
窮
の
常

民
の
生
活
が
対
象
的
で
あ
る
。

　
正
徳
五
年
（
一
七
】
五
）
に
は
藩

境
の
越
河
番
所
の
警
固
を
か
た
め
た
。

難
十
一
人
と
足
軽
四
十
八
で
禁

制
物
資
や
生
活
難
か
ら
の
知
潔
都
な

ど
を
購
し
く
取
締
っ
た
。
封
建
制
の

自
給
経
済
が
崩
れ
初
め
藩
境
を
越
え

人
や
物
の
移
動
が
始
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
頃
、
村
長
は
二
十
六
歳
で
死

没
、
五
代
村
休
は
七
歳
で
城
主
と
な

り
、
村
長
（
養
子
に
入
り
六
代
目
を
つ

い
だ
が
、
後
に
廃
嫡
と
な
り
実
家
に
帰

る
為
代
数
か
ら
省
い
て
い
る
）
も
、
僅

か
五
歳
で
白
石
城
主
と
な
り
、
後
見
政

治
が
続
き
、
家
臣
間
に
内
紛
が
あ
り
処

罰
者
が
出
る
な
ど
（
市
史
④
二
四
六

頁
）
片
倉
家
の
家
運
は
不
振
だ
っ
た
。
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早
や
め
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
大
そ
う
じ
の
ゴ
ミ

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
ど

こ
の
ご
家
庭
で
も
大
そ
う
じ
や
正
月

を
迎
え
る
準
備
で
あ
わ
た
だ
し
く
、

そ
れ
に
と
も
な
い
、
ゴ
ミ
の
量
も
増

え
、
ふ
だ
ん
の
三
倍
も
あ
っ
て
、
収

集
は
た
い
へ
ん
困
難
を
き
わ
め
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
ゴ
ミ
掃
討
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
各
ご
家
庭

で
も
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
清
潔
な
街
で
新
年
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
。

▼
　
ゴ
ミ
は
収
集
日
に

　
前
日
や
夜
問
に
出
し
て
お
き
ま
す

と
犬
や
猫
な
ど
に
ち
ら
か
さ
れ
た
り
、

雨
、
雪
に
ぬ
れ
て
袋
や
箱
な
ど
が
こ

わ
れ
た
り
し
て
、
見
に
く
い
状
態
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
収
集
日
の
当

日
、
き
め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
　
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い

　
　
　
ゴ
ミ
を
別
に
し
て

バ
ケ
ツ
を
お
持
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
収
集
跡
を
で
き
る
だ
け
き

れ
い
に
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
め
ん
ど

う
で
も
近
所
の
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

o
扇
風
機
一
台
福

岡
魚
新
会
館
　
斎
川

公
民
館
備
付
o
陳

列
ワ
ゴ
ン
他
二
点

第
二
幼
稚
園
保
護
者

会
第
二
幼

稚
園
備
付

o
土
地
三
・

九
〇
㎡
　
白

石
市
農
業
協

同
組
合

地八
㎡

わ
い

『
2
郵
5

㎡
福
岡
渋
谷
格

排
水
路
用
地
　
○
土

地
三
二
・
O
㎡
福

岡
小
野
重
夫
排
水

路
用
地

寄附
ありがとう

ございます

　
　
排
水
路
用

　
o
土
地
八
・
五

　
福
岡
木
須
さ

　
排
水
路
用
地

O
土
地
三
五
・
○

o
掛
時
計

他
二
点

昭
和
四
十

九
年
度
越

河
保
育
園

児
父
母
一

同
　
越
河
保
育
園
備

付
o
ガ
ラ
ス
張
陳

列
ケ
ー
ス
五
十
六
個

㈱
三
越
仙
台
支
店

市
内
小
中
学
校
備
付

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
不
燃
物
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
収
集
場
所
の
清
掃
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
収
集
作
業
後
は
、
早
や
め
に
ポ
リ

市
立
保
魑
轄
鍔
讐
目

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
、
市
立
保
育

園
に
入
所
す
る
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
今
月
十

五
日
か
ら
保
育
所
入
所
申
請
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え

　
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
二
日
か
ら

　
一
月
二
十
四
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
　
入
所
で
き
る
家
庭
の
基
準
　
▲

▼
家
庭
外
労
働

　
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外

　
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

▼
　
家
庭
内
労
働
　
　
　
、

　
児
童
の
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児

　
童
と
は
な
れ
て
、
日
常
の
家
事
以

　
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

▼
　
母
親
の
い
な
い
家
庭

　
母
親
の
死
亡
、
行
方
不
明
等
に

　
よ
り
、
母
親
の
い
な
い
家
庭
の
場

　
合

▼
母
親
の
出
産
等

　
母
親
の
出
産
、
病
気
、
心
身
障

　
害
等
で
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な

　
い
場
合

▼
病
人
の
看
護
等

　
家
庭
に
長
期
の
病
人
が
お
り
、

　
母
親
が
看
病
に
あ
た
り
、
児
童
の

その一杯
　　のまずに運転
　　　　無事故で笑顔

　
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▼
　
家
庭
の
災
害

　
　
火
災
や
風
水
害
等
に
よ
り
、
そ

　
の
復
旧
の
間
保
育
が
で
き
な
い
場
合

　
　
保
育
所
別
の
入
所
予
定
数

東
保
育
園
九
〇
名

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
九
名
）

南
　
保
育
園
　
　
二
δ
名

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
十
二
名
）

西
　
保
育
園
　
一
二
〇
名

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
十
二
名
）

北
　
保
育
園
　
　
六
〇
名

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
六
名
）

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
六
名
）

　
　
　
　
　
　
（
未
満
児
六
名
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所

越
河
保
育
園
　
　
六
〇
名

深
谷
保
育
園
　
　
六
〇
名

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

　　　　　①毒　　一

　　　　　　　　　事
　　　　　　の　故
　　　　　　願

　　　　　　い
佐藤良子さん

（越河五賀）

　
先
日
、
越
河
で
、
若
者
が

自
ら
起
こ
し
た
交
通
事
故
を

苦
に
、
焼
身
自
殺
を
図
り
、

二
十
六
歳
の
命
を
絶
っ
た
の

で
す
。
そ
こ
ま
で
追
い
つ
め

ら
れ
た
本
人
の
苦
し
み
、
家

族
の
悲
し
み
、
全
く
痛
ま
し

い
限
り
で
す
。

　
交
通
事
故
の
被
害
者
は
も

ち
ろ
ん
加
害
者
の
方
も
、
そ

の
『
生
は
メ
チ
ャ
く
で
す
。

そ
の
こ
と
は
誰
し
も
が
わ
か

っ
て
い
る
筈
な
の
に
、
ど
う

し
て
こ
う
も
後
を
絶
た
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
飲
酒
運
転
や
、
ス
ピ
ー
ド

違
反
で
つ
か
ま
る
と
「
運
が

悪
か
っ
た
ん
だ
」
と
う
そ
ぶ

く
ド
ラ
イ
バ
！
が
い
る
か
と

思
え
ば
そ
の
反
面
、
わ
ざ
と

ノ
ロ
ノ
ロ
横
断
歩
道
を
渡
っ

た
り
、
自
転
車
で
、
｝
列
横

隊
で
通
学
す
る
学
生
等
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
人
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
宣
言
都
市
」
の

市
民
と
し
て
、
『
人
一
人
が

交
通
道
徳
を
守
り
、
お
互
い

「
ゆ
ず
リ
合
う
」
と
い
う
気
持

に
立
っ
て
、
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ご
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
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冒献血にご協力を
越河吃斎川・大平地区対象

　越河・斎川・大平地区のみなさ

ん、次の日程で献血車5」いずみ号，，

がまい1）ます。ご家族やご自身の

ため「愛の献血」にご協力下さい。

　　〉献血日程

　場　所

越河出張所

斎川出張所

大平分室

時　　　間

　9：00～12：00

13；00～14：30

14：40～16：00

目月

12．15

働く婦人の家
第3期講摩生を募集

の生活講座受講生
ます。

1）3ヵ月間です。

　働く婦人の家

を募集しており

　期間は1月よ

実施時間

13；OO～15：0C

13；00～15：00

10：0D－1300

LO；OD～1300

実　施　日

毎週　土曜日

毎週　土曜日

第1・3日曜日

第2・4木曜日

人員

20人

20八

20八

20八

講　座　名

着物着仕教室

フラワー教室

科理（日》講座

料理（木）講座

〉申込み　12月15日まで働く婦人

　　　　の家へ（盈⑤5095）

〉経　費　受講料無料

老人福．祉センター
2月28昼から1月4日まで休みます

23

9
　

6
　

7

1
　
　
1
　
　
1

9
　

5
　

2
　
り
の

書道・囲碁・将棋

民謡・謡曲・詩吟

　　生花・茶道

　　　　盆栽

一白石市の人ロー
　　　　　　　11月1日現在
　総人口　　41，287人

　　男20，099人
　　女21，188人
　世帯数　　9，911世帯

新有権者癖馨客募集・

一地ヵ自治℃国取入参茄して一

　二十歳の日を迎えまして、社会

人となセ）選挙権を得られた方々か

ら、新有権者または、社会人とし

て、地方自治や国政への参加につ

いて、自から経験され、考えたり、

感じたことを内容とした、新有権

者としての感想文を募集しており

ます。ふるってご応募ください。

1〉　応募資格

　　昭和30年1月1日から昭和31

　年12月31日までの出生者

レ　締切期日

　　昭和51年1月31日

1〉　提出先

　　㊥980仙台市本町三丁目8番1号

　　　　宮城県選挙管理委員会

〉　お問合せ

　　　　　白石市選挙管理委員会

　　　　貿⑤2111内線421

胃腸病験診申込み受付中

早期発見「胃ガン」を退治

〉申込期限　12月25日

》申込先　市役所衛生課

　　　　　各出張所（分室）

〉検診料　個人負担1，200円

　　　　　（市助成金1，200円）

1〉検診予定日　1月下旬～2月上旬

〉検診機関　宮城県対ガン協会

※検診日は、申込者に直接通知

一今月の納期一
固定資産税第4期
国民健康保険税　第4期
国民年金　第3期
　　　　　　（10．11．12月1

12月の相談日
所場間時日相談分区談相

市役所市民相談室13：00～15：0013

市役所第2会議室10　：00～12：00！5・255

市役所10：00～15：0022

市役所市民相談室10：00～12：00162

行　政　相　談

定期生活相談

社会保険相談
高令者職業紹介

市役所10：00～12：005人権無料法律

名耐交撰．会
申込は震2月碍日ま，で1

　昭和51年名刺交換会を市民会館

において行います。ご参加くださ

いG

〉日時1月5日（月曜日）
　　　　　午前11時

〉　場　所　市民会館

5
阻
会
円
所
2
1
1

月
前
民
0
役
⑤
月

－
午
市
6
0
市
費
1
2

時
　
　
所
費
先
　
　
切

　
　
　
　
　
込
　
濱

日
　
　
場
会
申
　
申

叢末助けあ㌧運動に
　こ協力く、ださい

』』みんなで明るいお正月を，，とい

うスローガンのもとに、毎年歳末

助けあい運動を続けております。

　高騰する物価が、私たちの日常

生活に大きく影響しておる時期に

この運動によって、恵まれない人

々に越年資金やお見舞をおくる、

この運動の意義は大きいものがあ

ると思います。

　市民のみなさん、よセ）一層のご

協力をお願いいたします。

勤労青歩年ホ」ム

1・8・15・22

2。9・16・23

2・9。16・23
4　・　11　・　18。25

5　・12・19・26

6　・13920駒27

5。12。19・26
4　・11・18・25

4　。11・18・25

2。9・16・23
5　・12・19・26

2・4・9・11

16。18・23・25

流
流
理
坊
流
裁
謡

村
家
　
　
　
　
　
原

菊
干

踊
裏
　
　
池
小

舞
本
道
　
　
道
道

ボンフラワー

交ダンス
オークダンス

　　　　道

　ンポン

日
茶
料
華
華
和
民
リ
社
フ
剣
ピ
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健藁力迄クΣク瘍』
月日

ーワ
】1

1

2

2

3

3

4

8

8

、　　9

9
10

11

17

17

18

22

22

23

24

24

25

行事内容

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3歳6ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

受付時問

9：30一一11：30

13：00～14：00

9：30～11二30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13＝10

9：30～11：30

13＝00～14：00

9：30～11：30

13＝00～14：00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～11；30

13：00～14：00

13：00－13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：00～15：00

13：00～15＝00

13：00～13＝10

場 所

白石市役所

白石市役所
越河出張所
越河出張所
大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

白石保健所

大　平　分　室

大　平　分　室

白川出張所

白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
福　岡　分　室

福　岡　分　室

市　民　会　館

斎川出張所
斎川出張所
白石保健所
小原元診療所

小原1し，，参療所

市　民　会　館

対 象 者

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

8月出生者で越河、
岡、小原地区の方

斎川、大平、大鷹沢、白川、福

大平地区の方

大平地区の方．

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年11月出生の方

8月出生者で白石地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

6月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

昭和47年6月出生の方

小原地区の方

小原地区の方

6月出生者で越河、
岡、小原地区の方

斎川、大平、大鷹沢、白川、福

布保健編め ねがい
i酒たば はほどほどに

　年末、年始には、どうしても酒たばこをのむ機会が多
くなります。

　アルコールの濃度の高い酒、ウオッカ、あわもり、ジ

ン、コニャ・ソク、ウィスキー、焼酎などを割らすに飲め
ば、食道の粘膜にも胃の枯膜にもよくありません。

　統計では、酒を飲まない人よりも酒を飲む人に胃潰瘍

や十二指腸潰瘍が多いのです。もちろん、まったく酒を
飲まない人にも胃潰瘍や十二指腸潰瘍があります。

　酒を一日中飲んでいる人は少ないのですか、たばこの

みは一日中たばこを吸っています。そのたばこには、二

コチンが含まれています。たばこを吸うと、唾液にとけ

たニコチンなどか、直接胃の粘膜を刺激して胃酸の分秘
を高めます。また、神経を介して胃の運動をおさえます。

たばこをたくさん吸う人には、胃潰瘍や十二指腸潰瘍か
多いようです．また、たばこは潰瘍の症状や治癒の期間
に悪い影響があります。

　このように、酒の飲みすぎやたばこの吸いすぎは、胃
腸炎のもとになりますから、どんなに治療しても、節煙、

節酒や禁煙をしないとなおりません。

　酒・たばこはほどほどにのむように心がけましょう。

12月の休日当番医
日

7
14

曜

日

日

内　　　科

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210

外 一
そ禾

刈田病院⑤2145
加藤（大〉医院⑥2653

日

21

28

曜

日

日

内　　　科

亘理医院⑥3355

※都合により変更になる場含もあります。
大沼医院⑤2502

外 科

刈田病院⑤2145
朝倉病院52101

■0


